
【S-1の活動性評価に関してこれまでに取得したデータ 1/2】

記号 地点名
これまでの評価

現在の評価 左記   部分の考察
設置許可申請時 有識者会合時

(1) 旧A・Bトレン
チ

S-1は中位段丘
Ⅰ面を構成する
堆積層に変位・変
形を与えていない。

【当社評価】
S-1は中位段丘Ⅰ面を構
成する堆積層に変位・変形
を与えていない。

【有識者会合の評価】
MIS5eの海成堆積物堆積
後にS-1が変位したと解釈
するのが最も合理的と判
断する。

有識者会合の評価に対して，有識者会
合以降の追加検討により，S-1は中位
段丘Ⅰ面を構成する堆積層に変位・変
形を与えていないとする当社評価を支
持するデータを取得したものの，直接
的な地質データではないため，断層に
よる変位・変形の有無については明確
に判断できない。
露頭が現存しないため，この堆積物は
海成堆積物と確実に認定することがで
きず，MISとの対比による明確な年代
評価ができない。

旧A・Bトレンチの近傍で，より北
西側に位置するH-6.6-1孔及び
H-6.7孔での鉱物脈法による評
価結果である，S-1は粘土鉱物
（I/S混合層）に変位・変形を与え
ていないことと矛盾しない。

(2) 掘削法面 S-1は中位段丘Ⅰ面を構
成する堆積層に変位・変形
を与えていない。

S-1は中位段丘Ⅰ面を構成する堆積層
に変位・変形を与えていない。
ただし，露頭が現存しないため，この堆
積物は海成堆積物と確実に認定するこ
とができず，MISとの対比による明確な
年代評価ができない。

(3) １号原子炉
建屋底盤
（露頭観察）

【当社評価】
帯状火砕岩※がS-1を分断
するように分布しており，そ
こに破断等の変状は認め
られない。

【有識者会合の評価】
帯状火砕岩※は，S-1の変
位の有無を判断するため
の適切なマーカーではない。

砕屑岩脈がS-1を分断するように分布
しており，そこに破断等の変状は認め
られない。
S-1を分断するように分布する砕屑岩
脈は，未固結な状態で地下深部の高
封圧下で形成した砕屑岩脈であると考
えられるが，露頭が現存しないため，
有識者会合の評価に対して明確な評
価はできない。
露頭が現存しないため，砕屑岩脈の形
成年代については明確に判断できない。

M-12.5’’孔において，砕屑岩脈
がS-1の最新面及び最新ゾーン
全体を横断して分布し，横断箇
所に変位・変形は認められない
ことと整合する。

(4) えん堤左岸
トレンチ

S-1は高位段丘Ⅰa面の堆
積物に変位・変形を与えて
いない。

S-1は岩盤直上の堆積物に変位・変形
を与えていない。
この堆積物は火山灰分析，遊離酸化
鉄分析等の結果，約12～13万年前以
前に堆積したとも考えられるが，礫の
平均真円度により海成堆積物と確実に
認定することができず，MISとの対比に
よる明確な年代評価はできない。

上載地層がほぼ同じ標高に位
置する駐車場南東方トレンチに
おいて，S-1が岩盤直上の堆積
物に変位・変形を与えていない
ことと整合する。

(5) 駐車場南東
方トレンチ

S-1は高位段丘Ⅰa面の堆
積物に変位・変形を与えて
いない。

S-1は約12～13万年前より古い高海面
期に堆積したHⅠa段丘堆積物に変位・
変形を与えていない。
よって，S-1の最新活動はHⅠa段丘堆
積物の堆積以前であり，S-1に後期更
新世以降の活動は認められない。

(6) 駐車場南側
法面

【当社評価】
S-1は高位段丘Ⅰa面相当
の堆積物に変位・変形を与
えていない。

【有識者会合の評価】
断層を覆う斜面堆積物の
堆積年代は12～13万年前
より新しいと判断される。

S-1は岩盤直上の堆積物に変位・変形
を与えていない。
この堆積物は火山灰分析，遊離酸化
鉄分析等の結果，約12～13万年前以
前に堆積したとも考えられるが，本法
面は高位段丘Ⅰa面の縁辺斜面に位
置していることから，海成堆積物ではな
く古期斜面堆積物であり，MISとの対比
による明確な年代評価はできない。

近接して位置する駐車場南東方
トレンチにおいて，S-1が岩盤直
上の堆積物に変位・変形を与え
ていないことと整合する。
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紫字：第1073回審査会合以降の変更箇所

※調査当時（１号機建設時）の記載用語。砕屑岩脈に対応する。

：断層の後期更新世以降の活動を否定するにあたり，地層や鉱物脈の年代及び
断層による変位・変形がないことが明確に確認できるデータ（主たる根拠）

：鉱物脈法による評価において，S-1の中で最新面と鉱物脈との切り合い関係が
最も明確であると評価したデータ

鉱物脈法に関する調査箇所

上載地層法に関する調査箇所

有識者会合以降に追加した
ボーリング孔

有識者会合以降に追加した
トレンチ
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位置図



【S-1の活動性評価に関してこれまでに取得したデータ 2/2】

記号 地点名
これまでの評価

現在の評価 左記   部分の考察
設置許可申請時 有識者会合時

(7) 岩盤調査坑
（露頭，研磨面，
薄片観察）

【当社評価】
S-1のごく近傍に分布
する礫あるいはS-1に
入り込むように分布す
る礫に破断等の変状
は認められない。

【有識者会合の評価】
礫はS-1を完全には分
断しておらず，S-1の
変位マーカーとして用
いるには不適切であ
る。

S-1のごく近傍に分布する礫あるいはS-
1に入り込むように分布する礫に破断等
の変状は認められない。
ただし，礫はS-1を完全には分断してお
らず，礫と最新面との切り合い関係は不
明確である。

S-1北西部に位置する岩盤調
査坑で確認された左記のデー
タは，いずれもS-1の最近の
活動がないことを示唆するも
のであり，S-1北西部で実施し
た鉱物脈法による評価結果で
ある，S-1が粘土鉱物（I/S混
合層）に変位・変形を与えて
いないことと矛盾しない。

(8) 岩盤調査坑No.9
孔（SEM観察）

条線が認められた最新面上に，フレーク
状の粘土鉱物（I/S混合層）の自形結晶
を確認した。
この粘土鉱物（I/S混合層）の自形結晶
に破砕は認められない。
ただし，最新面と粘土鉱物（I/S混合層）
との切り合い関係は不明確である。

(9) 岩盤調査坑No.25
切羽（薄片観察）

粘土鉱物（I/S混合層）が最新面付近に
分布し，最新面が不連続になる。
ただし，最新面と粘土鉱物（I/S混合層）
との切り合い関係は不明確である。

(10) M-12.5’’孔 砕屑岩脈が，最新面及び最新ゾーン全
体を横断して分布し，横断箇所に変位・
変形は認められない。
よって，S-1の最新活動は砕屑岩脈の形
成以前であり，S-1に後期更新世以降の
活動は認められない。

(11) K-10.3SW孔 粘土鉱物（I/S混合層）が最新面付近に
分布し，最新面が不連続になる。
ただし，最新面と粘土鉱物（I/S混合層）
との切り合い関係は不明確である。

S-1北西部で実施した鉱物脈
法による評価結果である，S-
1が粘土鉱物（I/S混合層）に
変位・変形を与えていないこと
と整合する。

(12) H-6.5-2孔 粘土鉱物（I/S混合層）が最新面付近に
分布し，最新面が不連続になる。
ただし，最新面と粘土鉱物（I/S混合層）
との切り合い関係は不明確である。

(13) H-6.6-1孔 粘土鉱物（I/S混合層）が最新面を横
断して分布し，最新面が不連続になっ
ており，不連続箇所の粘土鉱物（I/S
混合層）に変位・変形は認められない。
よって，S-1の最新活動はI/S混合層
の生成以前であり，S-1に後期更新世
以降の活動は認められない。

(14) H-6.7孔 粘土鉱物（I/S混合層）が最新面を横
断して分布し，最新面が不連続になっ
ており，不連続箇所の粘土鉱物（I/S
混合層）に変位・変形は認められない。
よって，S-1の最新活動はI/S混合層
の生成以前であり，S-1に後期更新世
以降の活動は認められない。
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：断層の後期更新世以降の活動を否定するにあたり，地層や鉱物脈の年代及び
断層による変位・変形がないことが明確に確認できるデータ（主たる根拠）

：鉱物脈法による評価において，S-1の中で最新面と鉱物脈との切り合い関係が
最も明確であると評価したデータ

鉱物脈法に関する調査箇所

上載地層法に関する調査箇所

有識者会合以降に追加した
ボーリング孔

有識者会合以降に追加した
トレンチ

(1) 調査箇所

位置図



5.17  活動性評価 まとめ －S-2・S-6－

上載地層法による評価

No.2トレンチ（5.5.1（1），補足資料5.5-1（1））

K-6.2-2孔（5.5.2（2），補足資料5.5-2（1）-2）

S-2・S-6の評価

鉱物脈法による評価

（当社評価）
・S-2・S-6は岩盤直上の堆積物に変位・変形を与えていない。※１

・火山灰分析結果を踏まえると，岩盤直上のシルト混じり砂礫層は，ＡＴ降灰時期
（2.8万～3万年前）以降の堆積物であると判断される。

⇒有識者会合の評価は当社評価と同じ

No.1トレンチ（参考資料5.5-1（2））

（当社評価）
・S-2・S-6は岩盤直上の堆積物に変位・変形を与えていない。※１

・14C年代値を踏まえると，岩盤直上の砂礫層は，約6千年前の堆積物であると判
断される。

⇒有識者会合の評価は当社評価と同じ

事務本館前トレンチ（参考資料5.5-1（3））

E-8.33’’孔（SEM観察） （参考資料5.5-2(2)）

・SEM観察の結果，条線が認められた最
新面上に，フレーク状の粘土鉱物（I/S
混合層）の自形結晶を確認した。

・この粘土鉱物（I/S混合層）の自形結晶
に破砕は認められない。※２

・ただし，最新面と粘土鉱物（I/S混合層）
との切り合い関係は不明確である。

※２：K-6.2-2孔，F-8.5’孔の評価結果Ⓑ
と整合する。

礫の形状の定量的な分析
・岩盤直上の堆積物は，礫の平均真円度に基づき海成堆積物（MⅠ段丘堆積

物）と認定される。

層理の傾斜等のデータ分析
・トレンチ両面のMⅠ段丘堆積物中に認められる層理の傾斜方向，礫等の長軸

方向は，系統的に東西のどちらか一方に傾斜する傾向は認められず，MⅠ段
丘堆積物にS-2・S-6の断層活動による変形を示唆する傾向は認められない。

S-2・S-6周辺の地形及び岩盤上面高度分布
・S-2・S-6の海側（西側）の地形及び岩盤上面が山側に傾くのは，エリア５の局

所的な範囲に限られ，その他のエリアでは山側への傾きは認められず，S-2・
S-6に沿った全線で海側（西側）の地形及び岩盤上面の系統的な山側への傾
きはない。

「凸状地形」に関する検討
・「凸状地形」の基部において，3本のボーリング調査を実施した結果，いずれの

ボーリングコアにも深部に西側を隆起させるような断層は認められない。

・「凸状地形」の頂部付近には，相対的に堅硬である安山岩（均質）が周辺よりも
やや優勢に分布していることから，「凸状地形」は，波蝕台形成時における岩
盤上面の起伏を反映した局所的なものと推定される。

有識者会合以降の追加検討

※１：No.2トレンチの評価結果Ⓐと整合する。

（有識者会合の評価）
断層を覆う堆積物の堆積時期はAT降灰以降と考えられ，後期更新世にお
けるS-2・S-6の活動性を評価することはできない。

（有識者会合の評価）
断層を覆う堆積物は非常に新しい堆積物であると考えられ，後期更新世に
おけるS-2・S-6の活動性を評価することはできない。

上載地層法（No.2トレンチ）及び鉱物脈法（F-8.5’孔，K-6.2-2孔）による評価の結果，S-2・S-6の最新活動はMⅠ段丘堆積物
の堆積及びI/S混合層の生成以前であり，S-2・S-6に後期更新世以降の活動は認められない。
なお，その他の調査データについても上記評価と整合する。

（有識者会合時の当社評価）
・S-2・S-6は中位段丘Ⅰ面の堆積物に変位・変形を与えていない。

（有識者会合の評価）

○No.2トレンチではS-2・S-6に沿う明瞭な変位は認められない。

○MIS5eの海成堆積物中の層理面が山側（東側）に向かって緩やかに傾斜してい
る状況が認められた。

○S-2・S-6付近では，地形，岩盤上面高度ともに，S-2・S-6通過位置の海側（西
側）の方が高く，山側（東側）が低い傾向が認められる。

⇒ S-2・S-6は，後期更新世以降に左横ずれ成分を持つ西側隆起の逆断層として
活動した可能性がある。この際，S-2・S-6の地下延長部の断層が活動し，地
表付近の新第三系及び上部更新統に変形を及ぼしたものと判断する。

・粘土鉱物（I/S混合層）が最新面を横断し
て分布し，最新面が不連続になっており，
不連続箇所の粘土鉱物（I/S混合層）に変
位・変形は認められない。

⇒S-2・S-6の最新活動はI/S混合層の生
成以前であり，S-2・S-6に後期更新世以
降の活動は認められない。 ・・・Ⓑ

（有識者会合の評価）
・S-2・S-6の地下延長部の断層が活動し，海側（西側）隆起の変形を及ぼ

した場合に，S-2・S-6下盤側直近（S-1の北西部）でS-1 の動きを促進す
る局所的な応力変化が生じる。

S-2・S-6地下延長部の断層の評価

S-2・S-6周辺の岩盤中のせん断面における鉱物脈法による評価

・下盤側直近のS-1北西部，上盤側のS-7，S-8の最新面を横断す
る粘土鉱物（I/S混合層）に，変位・変形は認められない。

・上記評価の場合，上盤側の岩盤中のせん断面（S-7，S-8）にも，薄片観
察（微視的観察）により微小な変位が認められると考えられることから，
有識者会合による「今後の課題」を踏まえ，S-2・S-6周辺の岩盤中のせ
ん断面（S-1北西部，S-7，S-8）を対象に，鉱物脈法による評価を実施。

第1073回審査会合 資料2
P.268 一部修正

E-8.5-2孔（参考資料5.5-2(1)-1）

・粘土鉱物（I/S混合層）が最新面付近に
分布し，最新面が不連続になる。※2

・ただし，最新面と粘土鉱物（I/S混合層）
との切り合い関係は不明確である。

5-315

F-8.5’孔（5.5.2（1），補足資料5.5-2（1）-1）

・粘土鉱物（I/S混合層）が最新面を横断し
て分布し，最新面が不連続になっており，
不連続箇所の粘土鉱物（I/S混合層）に変
位・変形は認められない。

・また，この不連続箇所において，粘土鉱
物（I/S混合層）が最新面を遮るように高
角度で分布し，この粘土鉱物（I/S混合
層）に変位・変形は認められない。

⇒S-2・S-6の最新活動はI/S混合層の生
成以前であり，S-2・S-6に後期更新世以
降の活動は認められない。 ・・・Ⓑ

紫字：第1073回審査会合以降の変更箇所

青字：有識者会合時の評価データ

：断層の後期更新世以降の活動を否定するにあたり，地層
や鉱物脈の年代及び断層による変位・変形がないことが
明確に確認できるデータ（主たる根拠）

：鉱物脈法による評価において，S-2・S-6
の中で最新面と鉱物脈との切り合い関
係が最も明確であると評価したデータ

・S-2・S-6は岩盤直上のMⅠ段丘堆積物に変位・変形を与えていない。
・S-2・S-6の地下延長部の断層が後期更新世以降に活動し，地表付近に変位・

変形を及ぼしたことはない。

⇒ S-2・S-6の最新活動はMⅠ段丘堆積物の堆積以前であり，S-2・S-6に後期
更新世以降の活動は認められない。・・・Ⓐ



位置図

【調査位置図】

評価対象断層（陸域：EL-4.7m）

上載地層法に関する調査箇所
有識者会合以降に追加した
ボーリング孔鉱物脈法に関する調査箇所

２号機 １号機

No.2トレンチ

事務本館前トレンチ

No.1トレンチ

F-8.5'孔

K-6.2-2孔

E-8.5-2孔

E-8.33’’孔
（SEM観察）

青字：有識者会合時の評価データ

第1073回審査会合 資料2
P.269 一部修正

5-316

：断層の後期更新世以降の活動を否定するにあたり，地層や鉱物脈の年代及び
断層による変位・変形がないことが明確に確認できるデータ（主たる根拠）

：鉱物脈法による評価において，S-2・S-6の中で最新面と鉱物脈との切り合い
関係が最も明確であると評価したデータ



【S-2・S-6の活動性評価に関してこれまでに取得したデータ】

記号 地点名
これまでの評価

現在の評価 左記   部分の考察
設置許可申請時 有識者会合時

(1) No.2トレンチ 【当社評価】
S-2・S-6は中位段丘Ⅰ面の堆積物に変位・変形を与えていない。

【有識者会合の評価】
MIS5eの海成堆積物が山側（東側）へ傾斜する。

S-2・S-6は約12～13万年前の高海面期に堆積したMⅠ段丘堆積物に変位・変形を与えていない。
トレンチ両面のMⅠ段丘堆積物中に認められる層理の傾斜方向，礫等の長軸方向は，系統的に
東西のどちらか一方に傾斜する傾向は認められず，MⅠ段丘堆積物にS-2・S-6の断層活動によ
る変形を示唆する傾向は認められない。
よって，S-2・S-6の最新活動はMⅠ段丘堆積物の堆積以前であり，S-2・S-6に後期更新世以降の
活動は認められない。

(2) No.1トレンチ S-2・S-6は岩盤直上の堆積物に変位・変形を与えていない。
この堆積物は，ＡＴ降灰時期（2.8万～3万年前）以降に堆積した
と判断される。

S-2・S-6は岩盤直上の堆積物に変位・変形を与えていない。
この堆積物は，ＡＴ降灰時期（2.8万～3万年前）以降に堆積したと判断される。

No.2トレンチにおいて，S-2・S-6が岩盤直
上の堆積物に変位・変形を与えていない
ことと整合する。(3) 事務本館前トレンチ S-2・S-6は岩盤直上の堆積物に変位・変形を与えていない。

岩盤直上に分布する砂礫層は，14C年代分析の結果，約6千年
前に堆積したと判断される。

S-2・S-6は岩盤直上の堆積物に変位・変形を与えていない。
岩盤直上に分布する砂礫層は，14C年代分析の結果，約6千年前に堆積したと判断される。

(4) S-2・S-6周辺の地形及
び岩盤上面高度分布

【有識者会合の評価】
S-2・S-6周辺では，地形，岩盤上面ともに，複数の箇所で海側
の方が高まるないしは減傾斜する傾向が認められる。

S-2・S-6の海側（西側）の地形及び岩盤上面が山側に傾くのは，エリア５の局所的な範囲に限ら
れ，S-2・S-6に沿った全線で海側（西側）の地形及び岩盤上面の系統的な山側への傾きはない。

S-2・S-6の複数箇所及び下盤側直近の
S-1北西部，上盤側のS-7，S-8を対象に
実施した鉱物脈法による評価結果である，
いずれの断層も粘土鉱物（I/S混合層）に
変位・変形を与えていないことと整合する。

(5) E-8.33’’孔（SEM観察） 条線が認められた最新面上に，フレーク状の粘土鉱物（I/S混合層）の自形結晶を確認した。
この粘土鉱物（I/S混合層）の自形結晶に破砕は認められない。
ただし，最新面と粘土鉱物（I/S混合層）との切り合い関係は不明確である。

近接して位置するF-8.5’孔での鉱物脈法
による評価結果である，S-2・S-6が粘土
鉱物（I/S混合層）に変位・変形を与えてい
ないことと整合する。(6) E-8.5-2孔 粘土鉱物（I/S混合層）が最新面付近に分布し，最新面が不連続になる。

ただし，最新面と粘土鉱物（I/S混合層）との切り合い関係は不明確である。

(7) F-8.5’孔 粘土鉱物（I/S混合層）が最新面を横断して分布し，最新面が不連続になっており，不連続箇所の
粘土鉱物（I/S混合層）に変位・変形は認められない。
また，この不連続箇所において，粘土鉱物（I/S混合層）が最新面を遮るように高角度で分布し，こ
の粘土鉱物（I/S混合層）に変位・変形は認められない。
よって，S-2・S-6の最新活動はI/S混合層の生成以前であり，S-2・S-6に後期更新世以降の活動
は認められない。

(8) K-6.2-2孔 粘土鉱物（I/S混合層）が最新面を横断して分布し，最新面が不連続になっており，不連続箇所の
粘土鉱物（I/S混合層）に変位・変形は認められない。
よって，S-2・S-6の最新活動はI/S混合層の生成以前であり，S-2・S-6に後期更新世以降の活動
は認められない。

参考資料5.5-2(2)

5.5.1（1）
補足資料5.5-1（1）

5.5.2(1)
補足資料5.5-2（1）-1

5.5.2(2)
補足資料5.5-2（1）-2

参考資料5.5-1（2）

参考資料5.5-1（3）

補足資料5.5-1（2）

位置図

(6
)

(7)

(8)

(3)

(2)

(5)

(4)

(1)

第1073回審査会合 資料2
P.270 一部修正

5-317

参考資料5.5-2(1)-1

紫字：第1073回審査会合以降の変更箇所

鉱物脈法に関する調査箇所

上載地層法に関する調査箇所

有識者会合以降に追加した
ボーリング孔

(1) 調査箇所

：断層の後期更新世以降の活動を否定するにあたり，地層や鉱物脈の年代及び
断層による変位・変形がないことが明確に確認できるデータ（主たる根拠）

：鉱物脈法による評価において，S-2・S-6の中で最新面と鉱物脈との切り合い
関係が最も明確であると評価したデータ



5.17  活動性評価 まとめ －S-4－

上載地層法による評価

35m盤トレンチ（5.6.1（1），
補足資料5.6-1（1））

位置図

S-4の評価

E-8.60孔（5.6.2（1），補足資料5.6-2（1）-1）

E-8.50’’’孔（5.6.2（2），補足資料5.6-2（1）-2））

鉱物脈法による評価

S-4トレンチ（参考資料5.6-1（2））
鉱物脈法に関する調査箇所

上載地層法に関する調査箇所

・SEM観察の結果，条線が認められ
た最新面上に，フレーク状の粘土鉱
物（I/S混合層）の自形結晶を確認し
た。

・この粘土鉱物（I/S混合層）の自形結
晶に破砕は認められない。※

・最新面と粘土鉱物（I/S混合層）との
切り合い関係は不明確である。

F-9.3-4孔（SEM観察） （参考資料5.6-2(2)）

・粘土鉱物（I/S混合層）が最新面付
近に分布し，最新面が不連続にな
る。※

・ただし，最新面と粘土鉱物（I/S混合
層）との切り合い関係は不明確であ
る。

E-11.1SE-2孔（参考資料5.6-2(1)-1）

・S-4は約12～13万年前より古い高
海面期に堆積したHⅠa段丘堆積
物に変位・変形を与えていない。

⇒S-4の最新活動はHⅠa段丘堆積
物の堆積以前であり，S-4に後期
更新世以降の活動は認められな
い。 ・・・Ⓐ

・S-4は，南西壁では岩盤上面まで連続
して認められないものの，北東壁では
岩盤上面まで認められ，直上の堆積
物に変位・変形を与えていない。※

・この堆積物は約12～13万年前以前に
堆積したと考えることもできるが，露頭
が現存しないため，明確な年代評価が
できない。

※：35m盤トレンチでの評価結果Ⓐと整合する。

※：E-8.50’’’孔及びE-8.60孔での評価結果Ⓑ
と整合する。

上載地層法（35m盤トレンチ）及び鉱物脈法（E-8.60孔，E-8.50’’’孔）による評価の結果，S-4の最新活動は

HⅠa段丘堆積物の堆積及びI/S混合層の生成以前であり，S-4に後期更新世以降の活動は認められない。
なお，その他の調査データについても上記評価と整合する。

・粘土鉱物（I/S混合層）が最新面を横断して
分布し，最新面が不連続になっており，不
連続箇所の粘土鉱物（I/S混合層）に変位・
変形は認められない。

⇒S-4の最新活動はI/S混合層の生成以前
であり，S-4に後期更新世以降の活動は認
められない。・・・Ⓑ

２号機 １号機

S-4トレンチ

35m盤トレンチ

E-8.60孔

E-8.50’’’孔

F-9.3-4孔（SEM観察）

有識者会合以降に追加した
ボーリング孔

有識者会合以降に追加した
トレンチ，表土はぎ

E-11.1SE-2孔

第1049回審査会合 資料1
P.761 一部修正

紫字：第1073回審査会合以降の変更箇所

5-318

青字：有識者会合時の評価データ

：断層の後期更新世以降の活動を否定するにあたり，地層
や鉱物脈の年代及び断層による変位・変形がないことが
明確に確認できるデータ（主たる根拠）

：鉱物脈法による評価において，S-4の中で最新面と鉱物脈
との切り合い関係が最も明確であると評価したデータ



【S-4の活動性評価に関してこれまでに取得したデータ】

位置図

記号 地点名
これまでの評価

現在の評価 左記   部分の考察
設置許可申請時 有識者会合時

(1) S-4トレンチ S-4は中位段丘Ⅰ
面を構成する堆積
物に変位・変形を
与えていない。

S-4は中位段丘Ⅰ
面を構成する堆積
物に変位・変形を
与えていない。

S-4は，南西壁では岩盤上面まで連続して
認められないものの，北東壁では岩盤上
面まで認められ，直上の堆積物に変位・
変形を与えていない。
この堆積物は，隣接孔で実施した火山灰
分析，遊離酸化鉄分析等の結果を踏まえ
ると，少なくとも約12～13万年前以前に堆
積したと考えることもできるが，露頭が現
存しないため，海成堆積物と確実に認定
することができず，MISとの対比による明
確な年代評価ができない。

35m盤トレンチにおいて，S-4が岩盤直上
の堆積物に変位・変形を与えていないこと
と整合する。

(2) 35m盤トレンチ S-4は約12～13万年前より古い高海面期
に堆積したHⅠa段丘堆積物に変位・変形
を与えていない。
よって，S-4の最新活動はHⅠa段丘堆積
物の堆積以前であり，S-4に後期更新世
以降の活動は認められない。

(3) F-9.3-4孔
（SEM観察）

条線が認められた最新面上に，フレーク
状の粘土鉱物（I/S混合層）の自形結晶を
確認した。
この粘土鉱物（I/S混合層）の自形結晶に
破砕は認められない。
ただし，最新面と粘土鉱物（I/S混合層）と
の切り合い関係は不明確である。

２号原子炉建屋直下で取得したE-8.60孔
及びE-8.50’’’孔での鉱物脈法による評価

結果である，S-4が粘土鉱物（I/S混合層）
に変位・変形を与えていないことと整合す
る。(4) E-11.1SE-2孔 粘土鉱物（I/S混合層）が最新面付近に分

布し，最新面が不連続になる。
ただし，最新面と粘土鉱物（I/S混合層）と
の切り合い関係は不明確である。

(5) E-8.60孔 粘土鉱物（I/S混合層）が最新面を横断し
て分布し，最新面が不連続になっており，
不連続箇所の粘土鉱物（I/S混合層）に変
位・変形は認められない。
よって，S-4の最新活動はI/S混合層の生
成以前であり，S-4に後期更新世以降の
活動は認められない。

(6) E-8.50’’’孔 粘土鉱物（I/S混合層）が最新面を横断し
て分布し，最新面が不連続になっており，
不連続箇所の粘土鉱物（I/S混合層）に変
位・変形は認められない。
よって，S-4の最新活動はI/S混合層の生
成以前であり，S-4に後期更新世以降の
活動は認められない。

参考資料5.6-2(1)-1

5.6.1(1)
補足資料5.6-1（1）

5.6.2(1)
補足資料5.6-2（1）-1

参考資料5.6-1（2）

参考資料5.6-2(2)

(2)

(5)

(1)

(6)

(3)

(4)

第1049回審査会合 資料1
P.762 一部修正

紫字：第1073回審査会合以降の変更箇所

5-319

5.6.2(2)
補足資料5.6-2（1）-2

：断層の後期更新世以降の活動を否定するにあたり，地層
や鉱物脈の年代及び断層による変位・変形がないことが
明確に確認できるデータ（主たる根拠）

：鉱物脈法による評価において，S-4の中で最新面と鉱物脈
との切り合い関係が最も明確であると評価したデータ

鉱物脈法に関する調査箇所

上載地層法に関する調査箇所

有識者会合以降に追加した
ボーリング孔

有識者会合以降に追加した
トレンチ

(1) 調査箇所



5.17  活動性評価 まとめ －S-5－

位置図

R-8.1-1-2孔

S-5の評価

R-8.1-1-2孔（5.7.1（1），補足資料5.7-1（1）-1）

上載地層法による評価

・約12～13万年前以前
の地形面，地層が確
認できないことから，
上載地層法による評
価を実施できない。

鉱物脈法による評価

R-8.1-1-3孔

H-5.4-4E孔・粘土鉱物（I/S混合層）が最新面付近に分布し，最新面が
不連続になる。※

・ただし，最新面と粘土鉱物（I/S混合層）との切り合い関係
は不明確である。

R-8.1-1-3孔（参考資料5.7-1(1)-1）

※：R-8.1-1-2孔での評価結果Ⓐと整合する。

・最新ゾーンは，周辺の固結した破砕部と類似した性状を
有し，Y面は認められないことから，固結した破砕部形成
以降の活動はない。※

・ただし，その形成年代については明確に判断できない。
・また，最新ゾーンには明瞭な変質鉱物が認められず，変

質鉱物と最新活動との関係が明確でない。

H-5.4-4E孔（参考資料5.7-1(1)-2）

：断層の後期更新世以降の活動を否定するにあたり，鉱物脈の年代及び断層
による変位・変形がないことが明確に確認できるデータ

鉱物脈法（R-8.1-1-2孔）による評価の結果，S-5の最新活動はI/S混合層の生成以前であり，
S-5に後期更新世以降の活動は認められない。
なお，その他の調査データについても上記評価と整合する。

・粘土鉱物（I/S混合層）が最新面を横断して分布し，最新面
が不連続になっており，不連続箇所の粘土鉱物（I/S混合
層）に変位・変形は認められない。

⇒S-5の最新活動はI/S混合層の生成以前であり，S-5に後
期更新世以降の活動は認められない。・・・Ⓐ

鉱物脈法に関する調査箇所

有識者会合以降に追加した
ボーリング孔

第1049回審査会合 資料1
P.763 一部修正

紫字：第1073回審査会合以降の変更箇所

5-320

：鉱物脈法による評価において，S-5の中で最新面と鉱物脈との切り合い関係
が最も明確であると評価したデータ



5.17  活動性評価 まとめ －S-7－

位置図

S-7の評価

H-5.7’孔

H-5.7’孔（5.8.1（1），補足資料5.8-1（1）-1）

H-5.4-1E孔（5.8.1（2），補足資料5.8-1（1）-2））

上載地層法による評価

・約12～13万年前以前の地形面，地層
が確認できないことから，上載地層法
による評価を実施できない。

鉱物脈法による評価

H-5.4-1E孔

鉱物脈法（H-5.7’孔，H-5.4-1E孔）による評価の結果，S-7の最新活動はI/S混合層の生成以前であり，
S-7に後期更新世以降の活動は認められない。

・粘土鉱物（I/S混合層）が最新面を横断
して分布し，最新面が不連続になって
おり，不連続箇所の粘土鉱物（I/S混合
層）に変位・変形は認められない。

⇒S-7の最新活動はI/S混合層の生成以
前であり，S-7に後期更新世以降の活
動は認められない。

鉱物脈法に関する調査箇所

有識者会合以降に追加した
ボーリング孔

有識者会合以降に追加した
トレンチ

第1049回審査会合 資料1
P.764 一部修正

5-321

紫字：第1073回審査会合以降の変更箇所

：断層の後期更新世以降の活動を否定するにあたり，鉱物脈の年代及び断層
による変位・変形がないことが明確に確認できるデータ

：鉱物脈法による評価において，S-7の中で最新面と鉱物脈との切り合い関係
が最も明確であると評価したデータ



5.17  活動性評価 まとめ －S-8－

位置図

S-8の評価

F-6.75孔

上載地層法による評価

・約12～13万年前以前の地形面，地層
が確認できないことから，上載地層法
による評価を実施できない。

F-6.75孔（5.9.1(1)，補足資料5.9-1（1）-1）

鉱物脈法による評価

鉱物脈法（F-6.75孔）による評価の結果，S-8の最新活動はI/S混合層の生成以前であり，
S-8に後期更新世以降の活動は認められない。

・粘土鉱物（I/S混合層）が最新面を横断
して分布し，最新面が不連続になって
おり，不連続箇所の粘土鉱物（I/S混合
層）に変位・変形は認められない。

⇒S-8の最新活動はI/S混合層の生成
以前であり，S-8に後期更新世以降の
活動は認められない。

鉱物脈法に関する調査箇所

有識者会合以降に追加した
ボーリング孔

有識者会合以降に追加した
表土はぎ

第1049回審査会合 資料1
P.765 一部修正

5-322

紫字：第1073回審査会合以降の変更箇所

：断層の後期更新世以降の活動を否定するにあたり，鉱物脈の年代及び断層
による変位・変形がないことが明確に確認できるデータ

：鉱物脈法による評価において，S-8の中で最新面と鉱物脈との切り合い関係
が最も明確であると評価したデータ



5.17  活動性評価 まとめ －K-2－

K-2の評価

G-1.5-80孔（5.10.1（1），補足資料5.10-1（1）-1）

H-1.1-87孔（5.10.1（2），補足資料5.10-1（1）-2））

上載地層法による評価

・約12～13万年前以前の
地形面，地層が確認で
きないことから，上載地
層法による評価を実施
できない。

鉱物脈法による評価

位置図

H-1.1-87孔

H-1.1孔

K-2露頭a地点

H-1.1孔（参考資料5.10-1(1)-1）

・オパールCTが最新面及び最新ゾーン全体を横断して分
布し，横断箇所に変位・変形は認められない。※

・ただし，オパールCTは，I/S混合層より低温で生成される
変質鉱物であり，その生成年代については明確に判断
できない。

※：H-1.1-87孔，G-1.5-80孔での評価結果Ⓐと整合する。

K-2露頭 a地点（参考資料5.10-1(1)-2）

鉱物脈法（G-1.5-80孔，H-1.1-87孔）による評価の結果，K-2の最新活動はI/S混合層の生
成以前であり，K-2に後期更新世以降の活動は認められない。
なお，その他の調査データについても上記評価と整合する。

・粘土鉱物（I/S混合層）が最新面を横断して分布し，最新面
が不連続になっており，不連続箇所の粘土鉱物（I/S混合
層）に変位・変形は認められない。

⇒K-2の最新活動はI/S混合層の生成以前であり，K-2に後
期更新世以降の活動は認められない。・・・Ⓐ

・最新ゾーンは，破砕流動が認められる固結した破砕部か
らなり，封圧の小さな地表付近ではなく，地下深部で形
成されたと判断される。※

・ただし，その形成年代については明確に判断できない。

G-1.5-80孔

第1073回審査会合 資料2
P.271 一部修正

紫字：第1073回審査会合以降の変更箇所

5-323

：断層の後期更新世以降の活動を否定するにあたり，鉱物脈の年代及び断層
による変位・変形がないことが明確に確認できるデータ

：鉱物脈法による評価において，K-2の中で最新面と鉱物脈との切り合い関係
が最も明確であると評価したデータ

鉱物脈法に関する調査箇所

有識者会合以降に追加した
ボーリング孔



5.17  活動性評価 まとめ －K-3－

M-2.2孔

K-3の評価

M-2.2孔（5.11.1(1)，補足資料5.11-1（2）-1）

鉱物脈法による評価

位置図

K-3露頭a地点

N-2.3-1孔

N-2.3-1孔，K-3露頭 a地点
（参考資料5.11-1(1)-1）

※M-2.2孔での評価
結果Ⓐと整合する。

上載地層法による評価

・約12～13万年前以前の
地形面，地層が確認で
きないことから，上載地
層法による評価を実施
できない。

鉱物脈法（M-2.2孔）による評価の結果，K-3の最新活動はI/S混合層の生成以前であり，
K-3に後期更新世以降の活動は認められない。
なお，その他の調査データについても上記評価と整合する。

・最新ゾーンでは岩片間の基質中に粘土鉱物（I/S混合層）が
網目状に分布し，その網目状の粘土鉱物（I/S混合層）に変
位・変形は認められない。また，最新ゾーン中の一部の岩片
においては，微細な脈状の粘土鉱物（I/S混合層）が，岩片付
近の基質中の変質部から岩片の内部まで連続的に分布し，
この粘土鉱物（I/S混合層）に断層活動に伴う岩片の回転等
による変位・変形は認められない。

⇒K-3の最新活動はI/S混合層の生成以前であり，K-3に後期
更新世以降の活動は認められない。・・・Ⓐ

第1073回審査会合 資料2
P.272 一部修正

紫字：第1073回審査会合以降の変更箇所

・最新ゾーンは，破砕流動が認められる固結した破砕
部からなり，封圧の小さな地表付近ではなく，地下深
部で形成されたと判断される。※

・ただし，その形成年代については明確に判断できない。

5-324

：断層の後期更新世以降の活動を否定するにあたり，鉱物脈の年代及び断層
による変位・変形がないことが明確に確認できるデータ

：鉱物脈法による評価において，K-3の中で最新ゾーンと鉱物脈との切り合い
関係が最も明確であると評価したデータ

鉱物脈法に関する調査箇所

有識者会合以降に追加した
ボーリング孔



位置図

5.17  活動性評価 まとめ －K-14－

K-14の評価

Ｋ－１４(EL0m)

H- —0.3-80孔

鉱物脈法による評価

・粘土鉱物（I/S混合層）が最新面を横断して分布し，最新面
が不連続になっており，不連続箇所の粘土鉱物（I/S混合
層）に変位・変形は認められない。

⇒K-14の最新活動はI/S混合層の生成以前であり，K-14に
後期更新世以降の活動は認められない。・・・Ⓐ

H- -0.3-80孔（5.12.1(1)，補足資料5.12-1（1）-1）

H'- -1.3孔

・最新面に接してフィリプサイトの柱状結晶や，最新面
直近にフィリプサイトの十字状の自形結晶が晶出して
おり，これらの結晶に破砕や変形は認められない。※

・ただし，最新面とフィリプサイトとの切り合い関係は不
明確である。

H’- -1.3孔（参考資料5.12-1(1)-1）

※H- -0.3-80孔での
評価結果Ⓐと整合
する。

上載地層法による評価

・約12～13万年前以前の
地形面，地層が確認で
きないことから，上載地
層法による評価を実施
できない。

鉱物脈法（H- -0.3-80孔）による評価の結果，K-14の最新活動はI/S混合層の生成以前であり，
K-14に後期更新世以降の活動は認められない。
なお，その他の調査データについても上記評価と整合する。

第1049回審査会合 資料1
P.768 一部修正

紫字：第1073回審査会合以降の変更箇所

5-325

：断層の後期更新世以降の活動を否定するにあたり，鉱物脈の年代及び断層
による変位・変形がないことが明確に確認できるデータ

：鉱物脈法による評価において，K-14の中で最新面と鉱物脈との切り合い関係
が最も明確であると評価したデータ

鉱物脈法に関する調査箇所

有識者会合以降に追加した
ボーリング孔



K-18については，地表付近まで連続しないため，
EL0mでの延長位置を で図示

位置図

5.17  活動性評価 まとめ －K-18－

H-0.2-75孔

K-18の評価

上載地層法による評価

・約12～13万年前以前の地形面，地層
が確認できないことから，上載地層法
による評価を実施できない。

H-0.2-75孔（5.13.1(1)，補足資料5.13-1（1）-1）

鉱物脈法による評価

Ｋ－１８(EL0m)

鉱物脈法（H-0.2-75孔）による評価の結果，K-18の最新活動はI/S混合層の生成以前であり，
K-18に後期更新世以降の活動は認められない。
なお，その他の調査データについても上記評価と整合する。

・粘土鉱物（I/S混合層）が最新面を横断
して分布し，最新面が不連続になって
おり，不連続箇所の粘土鉱物（I/S混合
層）に変位・変形は認められない。

・また，最新面の延長位置に認められる
最新面と同じ方向の割れ目は，上部で
途切れて不連続になっており，この不
連続箇所において，粘土鉱物（I/S混
合層）が割れ目や最新面を遮るように
高角度で分布し，この粘土鉱物（I/S混
合層）に変位・変形は認められない。

⇒K-18の最新活動はI/S混合層の生成
以前であり，K-18に後期更新世以降
の活動は認められない。・・・Ⓐ

H-0.2-60孔

第1073回審査会合 資料2
P.273 一部修正

・粘土鉱物（I/S混合層）が最新面付近に分布し，
最新面が不連続になる。※

・ただし，最新面と粘土鉱物（I/S混合層）との切
り合い関係は不明確である。

H-0.2-60孔（参考資料5.13-1(1)-1）

※：H-0.2-75孔での評価結果Ⓐと整合する。

紫字：第1073回審査会合以降の変更箇所

5-326

：断層の後期更新世以降の活動を否定するにあたり，鉱物脈の年代及び断層
による変位・変形がないことが明確に確認できるデータ

：鉱物脈法による評価において，K-18の中で最新面と鉱物脈との切り合い関係
が最も明確であると評価したデータ

鉱物脈法に関する調査箇所

有識者会合以降に追加した
ボーリング孔



5.17  活動性評価 まとめ －総合評価－

【上載地層法による活動性評価】

○S-1は，駐車場南東方トレンチにおいて，直上に分布する高位段丘Ⅰa面を構成する堆積物に変位・変形を与えていない。この堆積物は，礫の平均真円度による評価の結果，海成堆積物
（HⅠa段丘堆積物）と認定した。

○S-2・S-6は，No.2トレンチにおいて，直上に分布する中位段丘Ⅰ面を構成する堆積物に変位・変形を与えていない。この堆積物は，礫の平均真円度による評価の結果，海成堆積物（MⅠ段丘
堆積物）と認定した。

○S-4は，35m盤トレンチにおいて，直上に分布する高位段丘Ⅰa面を構成する堆積物に変位・変形を与えていない。この堆積物は，礫の平均真円度による評価の結果，海成堆積物（HⅠa段丘
堆積物）と認定した。

○中位段丘Ⅰ面の前縁において被覆層の下部にSK（10.5万年前）を確認したことから，中位段丘Ⅰ面はSK降灰直前の高海面期であるMIS5e（約12～13万年前）に形成されたと評価し，高位段丘
Ⅰa面は，MIS5eの旧汀線高度より高い標高に分布することから，約12～13万年前より古い高海面期に形成されたと評価した。したがって，段丘面形成時に堆積したMⅠ段丘堆積物及びHⅠa
段丘堆積物は，約12～13万年前以前の地層である。

○以上より，S-1，S-2・S-6，S-4の最新活動はMⅠ段丘堆積物あるいはHⅠa段丘堆積物の堆積以前であり， S-1，S-2・S-6，S-4 に後期更新世以降の活動は認められない。

○また，その他の調査地点においても，S-1，S-2・S-6，S-4は岩盤直上の堆積物に変位・変形を与えておらず，このことは上記評価と整合する。

【鉱物脈法による活動性評価】

○薄片観察の結果，評価対象断層（S-1，S-2・S-6，S-4，S-5，S-7，S-8，K-2，K-3，K-14，K-18）において粘土鉱物が最新面を横断して分布し，最新面は不連続になっており，不連続箇所の粘
土鉱物に変位・変形は認められない。

○この粘土鉱物は，粘土分を濃集したXRD分析による結晶構造及びEPMA分析による化学組成を踏まえると，数十％のイライトが混合するイライト／スメクタイト混合層（I/S混合層）である。

○文献に基づくI/S混合層の生成温度の最低値は，約12～13万年前以降の敷地の推定地温分布よりも数十℃以上高いため，I/S混合層は，約12～13万年前以降の敷地の地温分布では，その
確認標高で生成せず，約12～13万年前以降に生成したものではない。

○I/S混合層が敷地周辺の別所岳安山岩類中にも広く認められることから，敷地周辺一帯は同じような環境下で変質を被ったと考えられること，及び粘土状破砕部（I/S混合層からなる変質部）
全体を横断している砕屑岩脈が地下深部の高封圧下で形成したと考えられることを踏まえ，I/S混合層は，地下深部で敷地周辺一帯が変質し，その後，敷地周辺一帯が隆起して現在の位置
で確認されているものと判断した。地殻の隆起速度を一定と仮定すると，I/S混合層の生成温度が約50℃以上であることから，地下深部における生成年代は約6Ma以前と推定した。なお，曹長
石化しない程度の熱水によりI/S混合層が生成した可能性も否定できず，その場合の生成年代は9Ma以前と推定した。

○よって，I/S混合層は少なくとも後期更新世以降に生成したものではないと評価した。

○以上より，評価対象断層（S-1，S-2・S-6，S-4，S-5，S-7，S-8，K-2，K-3，K-14，K-18）の最新活動はI/S混合層の生成以前であり，評価対象断層（S-1，S-2・S-6，S-4，S-5，S-7，S-8，K-2，
K-3，K-14，K-18）に後期更新世以降の活動は認められない。

○ボーリングコア観察の結果，破砕部中のI/S混合層等の鉱物脈に変位・変形が認められないことは，上記評価と整合する。

○さらに，薄片観察の結果，S-1では，砕屑岩脈が最新面及び最新ゾーン全体を横断して分布し，横断箇所に変位・変形は認められない。

○砕屑岩脈は，未固結な状態で高い圧力を受けて貫入したことが示唆されること等から，地下深部の高封圧下で形成したと判断した。一方で，砕屑岩脈の確認標高は，約12～13万年前以降，
現在とほぼ同じ低封圧下にあり，高封圧下で形成する砕屑岩脈は形成しないと判断した。よって，砕屑岩脈は少なくとも後期更新世以降に形成したものではないと評価した。

○以上より，S-1の最新活動は砕屑岩脈の形成以前であり，S-1に後期更新世以降の活動は認められない。

○１号原子炉建屋底盤及び岩盤調査坑において，砕屑岩脈等がS-1を分断するように分布しており，そこに破断等の変状が認められないことは，上記評価と整合する。

【敷地内断層と福浦断層との破砕部性状の比較】

○敷地内断層の破砕部は，層状構造が認められない等，震源として考慮する活断層と評価した福浦断層と異なる破砕部性状を有しており，このことは上記の鉱物脈法による評価と整合する。

【敷地内断層と敷地周辺の広域的な検討】

○敷地近傍の４断層（福浦断層，富来川南岸断層，碁盤島沖断層，兜岩沖断層）は，いずれも敷地内断層と連続するものではないこと，及び文献により指摘された完新世段丘の存在と高度分布
から海底に推定される断層は認められないことから，敷地内及び周辺に分布する断層と連続する断層は認められないことを確認した。

第1073回審査会合 資料2
P.274 一部修正

5-327

紫字：第1073回審査会合以降の変更箇所

○ 以上のことから，評価対象断層（S-1，S-2・S-6，S-4，S-5，S-7，S-8，K-2，K-3，K-14，K-18）は，いずれも後期更新世以降の活動は認められない。

○ その他の敷地内断層については上記断層に評価を代表できることから，敷地内に分布する36本の断層は，いずれも将来活動する可能性のある断層等ではなく，敷地には
震源として考慮する活断層はないと評価する。



凡 例

【位置図（評価地点）】

各断層の活動性評価に関する評価地点

評価対象
断層

上載地層法 鉱物脈法

S-1 ５地点

駐車場南東方トレンチ
えん堤左岸トレンチ
駐車場南側法面
旧A・Bトレンチ

掘削法面

９地点

H-6.7孔
H-6.6-1孔
M-12.5”孔

岩盤調査坑No.25切羽（薄片観察）
H-6.5-2孔

K-10.3SW孔
１号原子炉建屋底盤（露頭観察）

岩盤調査坑（露頭，研磨面，薄片）
岩盤調査坑No.9孔（SEM観察）

S-2・S-6 ３地点

No.2トレンチ
（S-2・S-6周辺の地形等を含む）

No.1トレンチ
事務本館前トレンチ

４地点

F-8.5’孔
K-6.2-2孔
E-8.5-2孔

E-8.33’’孔（SEM観察）

S-4 ２地点
35ｍ盤トレンチ

S-4トレンチ
４地点

E-8.60孔
E-8.50’’’孔

E-11.1SE-2孔
F-9.3-4孔（SEM観察）

S-5 － ３地点
R-8.1-1-2孔
R-8.1-1-3孔
H-5.4-4E孔

S-7 － ２地点
H-5.7’孔

H-5.4-1E孔

S-8 － １地点 F-6.75孔

K-2 － ４地点

G-1.5-80孔
H-1.1-87孔

H-1.1孔
K-2露頭a地点

K-3 － ３地点
M-2.2孔

N-2.3-1孔，K-3露頭a地点

K-14 － ２地点
H- -0.3-80孔
H’- -1.3孔

K-18 － ２地点
H-0.2-75孔
H-0.2-60孔

青字：有識者会合時の評価データ

位置図

防潮堤基礎部

２号機 １号機

K-18については，地表付近まで連続しないため，
EL0mでの延長位置を で図示

35ｍ盤トレンチ

No.2トレンチ

駐車場南東方トレンチ

H- -0.3-80孔

H-0.2-75孔

M-2.2孔

H-5.7’孔

H-5.4-1E孔

F-6.75孔

F-8.5’孔

E-8.5-2孔

M-12.5”孔

K-6.2-2孔

H-1.1-87孔

R-8.1-1-2孔
R-8.1-1-3孔

E-8.60孔

E-8.50’’’孔

えん堤左岸トレンチ

駐車場南側法面

K-10.3SW孔
No.1トレンチ

事務本館前トレンチ

E-8.33”孔

E-11.1SE-2孔

F-9.3-4孔

H-1.1孔K-2露頭a地点

N-2.3-1孔

K-3露頭a地点

H’- -1.3孔

G-1.5-80孔

H-0.2-60孔
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H-6.6-1孔

H-6.7孔

旧A・Bトレンチ

掘削法面

１号原子炉建屋
底盤（露頭観察）

岩盤調査坑No.9孔（SEM観察）
岩盤調査坑（露頭，研磨面，薄片）
岩盤調査坑No.25切羽（薄片観察）

H-6.5-2孔

S-4トレンチ

H-5.4-4E孔

拡大図



：断層の後期更新世以降の活動を否定するにあたり，地層や鉱物脈の年代及び
断層による変位・変形がないことが明確に確認できるデータ（主たる根拠）

断層の直上の地層に変位・変形が認められない（上載地層法）
最新面を横断する鉱物脈あるいは最新ゾーン中の鉱物脈に変位・変形が認められない（鉱物脈法）

△：断層による変位・変形の有無を明確に判断することができない
×：断層による変位・変形が認められる
―：当該範囲では確認できない

○：

【活動性評価結果】青字：有識者会合時の評価データ

○評価対象断層（10断層）の活動性について，地層や鉱物脈の年代が明確でかつ断層による変位・変形がないことが明確に確認できるデータ（下表でⒶかつ○のデータ）を断層毎に取得し，評価
を行った。

○その他に取得したデータについても，全て上記データの評価結果と整合していることを確認した（下表   部分）。

Ⓐ：約12～13万年前以前に堆積（生成）した
Ⓑ：年代を明確に判断できない
Ⓒ：約12～13万年前より新しい時期に堆積（生成）した

評価
対象断層

評価手法

評価地点

上載地層法 鉱物脈法

評価結果地層の
年代

断層と
上載地
層の関

係

鉱物脈
の年代

断層活動（最新面及び最
新ゾーン）と鉱物脈の関係

薄片名 確認範囲
最新面 最新

ゾーン
活動性評価

最新面1 最新面2

全断層
共通

鉱物脈法
コア
観察

敷地内全域 Ⓐ △
‧ ボーリングコア観察の結果，破砕部中に鉱物脈を確認した。鉱物脈は固結した破砕部及び粘土状破砕部中に認められ，それら

に変位，変形は認められないことから，破砕部の形成は鉱物脈の生成以前と判断される。
   は各断層の薄片
観察結果と整合する

S-1

上載地層法

駐車場南東方トレンチ Ⓐ ○
‧ S-1は岩盤直上のHⅠa段丘堆積物に変位・変形を与えていないことからS-1の最新活動はHⅠa段丘堆積物の堆積以前である。
‧ HⅠa段丘堆積物は，高位段丘Ⅰa面を構成する海成堆積物であり，約12～13万年前より古い高海面期に堆積したと判断される。

後期更新世以降の
活動は認められない

えん堤左岸トレンチ Ⓑ ○
‧ S-1は岩盤直上の堆積物に変位・変形を与えていない。
‧ この堆積物は，礫の平均真円度により海成堆積物と確実に認定することができず，上載地層の年代が明確に判断できない。

    は上記評価
結果と整合する

駐車場南側法面 Ⓑ ○
‧ S-1は岩盤直上の堆積物に変位・変形を与えていない。
‧ この堆積物は，海成堆積物ではなく古期斜面堆積物であり，上載地層の年代が明確に判断できない。

旧A・Bトレンチ Ⓑ △

‧ 有識者会合の評価に対して，有識者会合以降の追加検討により，S-1は中位段丘Ⅰ面を構成する堆積層に変位・変形を与えて
いないとする当社評価を支持するデータを取得したものの，直接的な地質データではないため，断層による変位・変形の有無に
ついては明確に判断できない。

‧ 露頭が現存しないため，礫の平均真円度により海成堆積物と確実に認定することができず，上載地層の年代が明確に判断でき
ない。

掘削法面 Ⓑ ○
‧ S-1は中位段丘Ⅰ面を構成する堆積層に変位・変形を与えていない。
‧ 露頭が現存しないため，礫の平均真円度により海成堆積物と確実に認定することができず，上載地層の年代が明確に判断でき

ない。

鉱物脈法

薄片
観察

H-6.7孔

薄片①
範囲A Ⓐ ○ ― ―

‧ 粘土鉱物（I/S混合層）が最新面を横断して分布し，最新面が不連続になっており，不連続箇所の粘土鉱物（I/S混合層）に変位・
変形は認められないことからS-1の最新活動はI/S混合層の生成以前である。

後期更新世以降の
活動は認められない

範囲B Ⓐ ― △ ―

薄片②
範囲A Ⓐ ○ ― ―

範囲B Ⓐ ― ○ ―

H-6.6-1孔 薄片①
範囲A Ⓐ ○ ― ―

範囲B Ⓐ ― ○ ―

M-12.5”孔 薄片①
範囲A Ⓐ ○ ―

○
‧ 砕屑岩脈が最新面及び最新ゾーン全体を横断して分布し，横断箇所に変位・変形は認められないことからS-1の最新活動は砕

屑岩脈の形成以前である。範囲B Ⓐ ― ○

岩盤調査坑
No.25切羽

（薄片観察）
薄片① 範囲A Ⓐ △ ―

‧ 薄片観察の結果，粘土鉱物（I/S混合層）が最新面付近に分布し，最新面が不連続になるものの，最新面と粘土鉱物（I/S混合
層）との切り合い関係が不明確である。

    は上記評価
結果と整合する

H-6.5-2孔 薄片①
範囲A Ⓐ △ ― ―

範囲B Ⓐ ― △ ―

K-10.3SW孔 薄片①
範囲A Ⓐ ○※ ― ―

範囲B Ⓐ ― △ ―

露頭
観察

１号原子炉建屋底盤
（露頭観察）

Ⓑ △
‧ 砕屑岩脈がS-1を分断するように分布しており，そこに破断等の変状は認められないが，露頭が現存しないため，有識者会合の

評価に対して明確な評価はできない。
‧ 露頭が現存しないため，帯状火砕岩の形成年代については明確に判断できない。

岩盤調査坑
（露頭，研磨面，薄片観察）

Ⓑ △
‧ S-1のごく近傍に分布する礫あるいはS-1に入り込むように分布する礫に破断等の変状は認められないが，S-1を完全には分断し

ておらず，礫と最新面との切り合い関係は不明確である。
‧ 礫がS-1に入り込んだ時期について明確に判断できない。

SEM
観察

岩盤調査坑No.9孔（SEM観察） Ⓐ △ ―
‧ SEM観察の結果，条線が認められた最新面上に，フレーク状の粘土鉱物（I/S混合層）の自形結晶を確認し，この粘土鉱物（I/S混

合層）の自形結晶に破砕は認められないものの，最新面と粘土鉱物（I/S混合層）との切り合い関係が不明確である。
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5-329：鉱物脈法による評価において，各評価対象断層の中で最新面と鉱物脈との
切り合い関係が最も明確であると評価したデータ

※：同一孔（K-10.3SW孔）において，最新面2と粘土鉱物（I/S混合層）との切り合い関係を明確にできなかったことから，範囲Aだけで
はS-1の最新活動による変位・変形がないことが確認できないと判断した。



：断層の後期更新世以降の活動を否定するにあたり，地層や鉱物脈の年代及び
断層による変位・変形がないことが明確に確認できるデータ（主たる根拠）

【活動性評価結果】青字：有識者会合時の評価データ

Ⓐ：約12～13万年前以前に堆積（生成）した
Ⓑ：年代を明確に判断できない
Ⓒ：約12～13万年前より新しい時期に堆積（生成）した

評価
対象断層

評価手法

評価地点

上載地層法 鉱物脈法

評価結果地層の
年代

断層と
上載地
層の関

係

鉱物脈
の年代

断層活動（最新面及び最
新ゾーン）と鉱物脈の関係

薄片名 確認範囲
最新面 最新

ゾーン
活動性評価

最新面1 最新面2

S-2・S-6

上載地層法

No.2トレンチ Ⓐ ○
‧ S-2・S-6は岩盤直上のMⅠ段丘堆積物に変位・変形を与えていないことからS-2・S-6の最新活動はMⅠ段丘堆積物の堆積以

前である。
‧ MⅠ段丘堆積物は，中位段丘Ⅰ面を構成する海成堆積物であり，MIS5e（約12～13万年前）に堆積したと判断される。

後期更新世以降の
活動は認められない

No.1トレンチ Ⓒ ○
‧ S-2・S-6は岩盤直上の堆積物に変位・変形を与えていない。
‧ 堆積物の年代はＡＴ降灰時期（2.8万～3万年前）以降である。     は上記評価

結果と整合する
事務本館前トレンチ Ⓒ ○

‧ S-2・S-6は岩盤直上の堆積物に変位・変形を与えていない。
‧ 堆積物の年代は14C年代値を踏まえると，約6千年前である。

鉱物脈法

薄片
観察

F-8.5’孔 薄片① 範囲A Ⓐ ○ ―

‧ 粘土鉱物（I/S混合層）が最新面を横断して分布し，最新面が不連続になっており，不連続箇所の粘土鉱物（I/S混合層）に変
位・変形は認められない。

‧ また，この不連続箇所において，粘土鉱物（I/S混合層）が最新面を遮るように高角度で分布し，この粘土鉱物（I/S混合層）に変
位・変形は認められないことからS-2・S-6の最新活動はI/S混合層の生成以前である。

後期更新世以降の
活動は認められない

K-6.2-2孔 薄片① 範囲A Ⓐ ○ ○ ―
‧ 粘土鉱物（I/S混合層）が最新面を横断して分布し，最新面が不連続になっており，不連続箇所の粘土鉱物（I/S混合層）に変

位・変形は認められないことからS-2・S-6の最新活動はI/S混合層の生成以前である。

E-8.5-2孔 薄片①
範囲A Ⓐ △ ― ‧ 薄片観察の結果，粘土鉱物（I/S混合層）が最新面付近に分布し，最新面が不連続になるものの，最新面と粘土鉱物（I/S混合

層）との切り合い関係が不明確である。     は上記評価
結果と整合する

範囲B Ⓐ △ ―

SEM
観察

E-8.33”孔（SEM観察） Ⓐ △ ―
‧ SEM観察の結果，条線が認められた最新面上に，フレーク状の粘土鉱物（I/S混合層）の自形結晶を確認し，この粘土鉱物（I/S

混合層）の自形結晶に破砕は認められないものの，最新面と粘土鉱物（I/S混合層）との切り合い関係が不明確である。

S-4

上載地層法

35ｍ盤トレンチ Ⓐ ○
‧ S-4は岩盤直上のHⅠa段丘堆積物に変位・変形を与えていないことからS-4の最新活動はHⅠa段丘堆積物の堆積以前である。
‧ HⅠa段丘堆積物は，高位段丘Ⅰa面を構成する海成堆積物であり，約12～13万年前より古い高海面期に堆積したと判断される。

後期更新世以降の
活動は認められない

S-4トレンチ Ⓑ ○

‧ S-4は岩盤直上の堆積物に変位・変形を与えていない。
‧ この堆積物は，火山灰分析，遊離酸化鉄分析等の結果を踏まえると，少なくとも約12～13万年前以前に堆積したとも考えられる

が，露頭が現存しないため，礫の平均真円度により海成堆積物と確実に認定することができず，上載地層の年代が明確に判断
できない。

    は上記評価
結果と整合する

鉱物脈法

薄片
観察

E-8.60孔 薄片① 範囲A Ⓐ ○ ―

‧ 粘土鉱物（I/S混合層）が最新面を横断して分布し，最新面が不連続になっており，不連続箇所の粘土鉱物（I/S混合層）に変
位・変形は認められないことからS-4の最新活動はI/S混合層の生成以前である。

後期更新世以降の
活動は認められないE-8.50’’’孔

薄片① 範囲A Ⓐ ○ △ ―

薄片②
範囲A Ⓐ ○ ○ ―

範囲B Ⓐ ― ○ ―

E-11.1SE-2孔 薄片①
範囲A Ⓐ △ ― ― ‧ 薄片観察の結果，粘土鉱物（I/S混合層）が最新面付近に分布し，最新面が不連続になるものの，最新面と粘土鉱物（I/S混合

層）との切り合い関係が不明確である。     は上記評価
結果と整合する

範囲B Ⓐ △ △ ―

SEM
観察

F-9.3-4孔（SEM観察） Ⓐ △ ―
‧ SEM観察の結果，条線が認められた最新面上に，フレーク状の粘土鉱物（I/S混合層）の自形結晶を確認し，この粘土鉱物（I/S

混合層）の自形結晶に破砕は認められないものの，最新面と粘土鉱物（I/S混合層）との切り合い関係が不明確である。

S-5 鉱物脈法
薄片
観察

R-8.1-1-2孔 薄片① 範囲A Ⓐ ○ ―
‧ 粘土鉱物（I/S混合層）が最新面を横断して分布し，最新面が不連続になっており，不連続箇所の粘土鉱物（I/S混合層）に変

位・変形は認められないことからS-5の最新活動はI/S混合層の生成以前である。
後期更新世以降の

活動は認められない

R-8.1-1-3孔 薄片① 範囲A Ⓐ △ ―
‧ 薄片観察の結果，粘土鉱物（I/S混合層）が最新面付近に分布し，最新面が不連続になるものの，最新面と粘土鉱物（I/S混合

層）との切り合い関係が不明確である。
    は上記評価
結果と整合する

H-5.4-4E孔 薄片①
主せん
断面
付近

Ⓑ △
‧ 薄片観察の結果，最新ゾーンは周辺の固結した破砕部と類似した性状を有し，Y面は認められないことから，固結した破砕部形

成以降の活動はないと考えられるものの，その形成年代については明確に判断できない。
‧ 最新ゾーンには明瞭な変質鉱物が認められず，変質鉱物と最新活動との関係が明確でない。

S-7 鉱物脈法
薄片
観察

H-5.7’孔

薄片①
範囲A Ⓐ ○ ― ―

‧ 粘土鉱物（I/S混合層）が最新面を横断して分布し，最新面が不連続になっており，不連続箇所の粘土鉱物（I/S混合層）に変
位・変形は認められないことからS-7の最新活動はI/S混合層の生成以前である。

後期更新世以降の
活動は認められない

範囲B Ⓐ ― △ ―

薄片②
範囲A Ⓐ ― ○ ―

範囲B Ⓐ ― ○ ―

H-5.4-1E孔 薄片① 範囲A Ⓐ ○ ―
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5-330：鉱物脈法による評価において，各評価対象断層の中で最新面と鉱物脈との
切り合い関係が最も明確であると評価したデータ

断層の直上の地層に変位・変形が認められない（上載地層法）
最新面を横断する鉱物脈あるいは最新ゾーン中の鉱物脈に変位・変形が認められない（鉱物脈法）

△：断層による変位・変形の有無を明確に判断することができない
×：断層による変位・変形が認められる
―：当該範囲では確認できない

○：



：断層の後期更新世以降の活動を否定するにあたり，地層や鉱物脈の年代及び
断層による変位・変形がないことが明確に確認できるデータ（主たる根拠）

【活動性評価結果】青字：有識者会合時の評価データ

Ⓐ：約12～13万年前以前に堆積（生成）した
Ⓑ：年代を明確に判断できない
Ⓒ：約12～13万年前より新しい時期に堆積（生成）した

評価
対象断層

評価手法

評価地点

上載地層法 鉱物脈法

評価結果地層の
年代

断層と
上載地
層の関

係

鉱物脈の
年代

断層活動（最新面及び最
新ゾーン）と鉱物脈の関係

薄片名 確認範囲
最新面 最新

ゾーン
活動性評価

最新面1 最新面2

S-8 鉱物脈法
薄片
観察

F-6.75孔 薄片①
範囲A Ⓐ ○ ― ‧ 粘土鉱物（I/S混合層）が最新面を横断して分布し，最新面が不連続になっており，不連続箇所の粘土鉱物（I/S混合層）に変

位・変形は認められないことからS-8の最新活動はI/S混合層の生成以前である。
後期更新世以降の

活動は認められない範囲B Ⓐ ○ ―

K-2 鉱物脈法
薄片
観察

G-1.5-80孔

薄片③ 範囲A Ⓐ ○ ―

‧ 粘土鉱物（I/S混合層）が最新面を横断して分布し，最新面が不連続になっており，不連続箇所の粘土鉱物（I/S混合層）に変
位・変形は認められないことからK-2の最新活動はI/S混合層の生成以前である。

後期更新世以降の
活動は認められない

薄片② 範囲A Ⓐ ○ ―

薄片① 範囲A Ⓐ ○ ―

H-1.1-87孔 薄片①
範囲A Ⓐ ○ △ ―

範囲B Ⓐ ― ○ ―

H-1.1孔 薄片①

範囲A Ⓑ ○

○
‧ オパールCTが最新面及び最新ゾーン全体を横断して分布し，横断箇所に変位・変形は認められないものの，オパールCTは

I/S混合層より低温で生成される変質鉱物であり，その生成年代については明確に判断できない。
    は上記評価
結果と整合する

範囲B Ⓑ ○

範囲C Ⓑ ○

K-2露頭
a地点

薄片①
主せん
断面
付近

Ⓑ △
‧ 最新ゾーンは，破砕流動が認められる固結した破砕部からなり，封圧の小さな地表付近ではなく，地下深部で形成されたと

判断されるものの，その形成年代については明確に判断できない。

K-3 鉱物脈法
薄片
観察

M-2.2孔
薄片①
ほか

破砕部
全体

Ⓐ ○

‧ 薄片観察の結果，最新ゾーンでは岩片間の基質中に粘土鉱物（I/S混合層）が網目状に分布し，その網目状の粘土鉱物（I/S
混合層）に変位・変形は認められない。

‧ また，最新ゾーン中の一部の岩片においては，微細な脈状の粘土鉱物（I/S混合層）が，岩片付近の基質中の変質部から岩
片の内部まで連続的に分布し，この粘土鉱物（I/S混合層）に断層活動に伴う岩片の回転等による変位・変形は認められない
ことからK-3の最新活動はI/S混合層の生成以前である。

後期更新世以降の
活動は認められない

N-2.3-1孔，
K-3露頭
a地点

薄片①
主せん
断面
付近

Ⓑ △
‧ 最新ゾーンは，破砕流動が認められる固結した破砕部からなり，封圧の小さな地表付近ではなく，地下深部で形成されたと

判断されるものの，その形成年代については明確に判断できない。
    は上記評価
結果と整合する

K-14 鉱物脈法
薄片
観察

H- -0.3-80孔 薄片① 範囲A Ⓐ ○ ―
‧ 粘土鉱物（I/S混合層）が最新面を横断して分布し，最新面が不連続になっており，不連続箇所の粘土鉱物（I/S混合層）に変

位・変形は認められないことからK-14の最新活動はI/S混合層の生成以前である。
後期更新世以降の

活動は認められない

H’- -1.3孔 薄片①
範囲A Ⓐ △ ― ‧ 薄片観察の結果，最新面に接してフィリプサイトの柱状結晶や，最新面直近にフィリプサイトの十字状の自形結晶が晶出して

おり，これらの結晶に破砕や変形は認められないものの，最新面とフィリプサイトとの切り合い関係が不明確である。
    は上記評価
結果と整合する範囲B Ⓐ △ ―

K-18 鉱物脈法
薄片
観察

H-0.2-75孔

薄片② 範囲A Ⓐ ○ ― ‧ 粘土鉱物（I/S混合層）が最新面を横断して分布し，最新面が不連続になっており，不連続箇所の粘土鉱物（I/S混合層）に変
位・変形は認められない。

‧ また，最新面の延長位置に認められる最新面と同じ方向の割れ目は，上部で途切れて不連続になっており，この不連続箇所
において，粘土鉱物（I/S混合層）が割れ目や最新面を遮るように高角度で分布し，この粘土鉱物（I/S混合層）に変位・変形
は認められないことからK-18の最新活動はI/S混合層の生成以前である。

後期更新世以降の
活動は認められない

薄片① 範囲A Ⓐ △ ―

薄片③ 範囲A Ⓐ △ ―

H-0.2-60孔
薄片① 範囲A Ⓐ △ ― ‧ 薄片観察の結果，粘土鉱物（I/S混合層）が最新面付近に分布し，最新面が不連続になるものの，最新面と粘土鉱物（I/S混

合層）との切り合い関係が不明確である。
    は上記評価
結果と整合する薄片② 範囲A Ⓐ △ ―
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5-331：鉱物脈法による評価において，各評価対象断層の中で最新面あるいは最新
ゾーンと鉱物脈との切り合い関係が最も明確であると評価したデータ

断層の直上の地層に変位・変形が認められない（上載地層法）
最新面を横断する鉱物脈あるいは最新ゾーン中の鉱物脈に変位・変形が認められない（鉱物脈法）

△：断層による変位・変形の有無を明確に判断することができない
×：断層による変位・変形が認められる
―：当該範囲では確認できない

○：

（参考）
福浦断層

上載地層法 大坪川ダム右岸トレンチ Ⓐ※ ×
‧ 断層は，下末吉期（約12～13万年前）を経て赤色土壌化した地層に変形を与えている。
‧ 主せん断面に沿って層状構造が観察され，繰り返し活動した構造が認められる。 後期更新世以降の

活動が否定できない
鉱物脈法

薄片
観察

FK-1孔 他 Ⓐ，Ⓑ ×
‧ 粘土鉱物（I/S混合層，ハロイサイト等）に変位・変形を与えている。
‧ 断層ガウジ中に層状構造が観察され，繰り返し活動した構造が認められる。

※約12～13万年前に赤色土壌化した



断層の後期更新世以降の活動を否定するにあたり，地層や鉱物脈の年代
及び断層による変位・変形がないことが明確に確認できるデータ

第1073回審査会合 資料2
P.278 一部修正

5-332

〇：確認される －：該当なし

評価
対象断層

評価手法 評価地点
評価に用いた

地層または鉱物脈

断層と上載地層の関係

最新ゾーンにおける
直線性・連続性の
よい面構造の有無

断層活動（最新面及び最新ゾーン）と鉱物脈の関係
鉱物脈法による評価にお
いて，各評価対象断層の
中で最新面あるいは最新
ゾーンと鉱物脈との切り合
い関係が最も明確であると

評価したデータ

活動性評価断層の直上に分布する
地層に変位・変形は

認められない

鉱物脈が最新面及
び最新ゾーン全体を
横断して分布し，横
断箇所に変位・変形

は認められない

鉱物脈が最新面を横
断して分布し，最新
面が不連続になって
おり，不連続箇所の
鉱物脈に変位・変形

は認められない

最新ゾーンでは岩
片間の基質中に鉱
物脈が網目状に分
布し，その網目状の
鉱物脈に変位・変形

は認められない

S-1

上載地層法
駐車場南東方

トレンチ
HⅠa段丘堆積物 ○

後期更新世以降の
活動は認められない

鉱物脈法

H-6.7孔 イライト／スメクタイト混合層 有 － ○ － ○（薄片①，範囲A）

H-6.6-1孔 イライト／スメクタイト混合層 有 － ○ － －

M-12.5”孔 砕屑岩脈 有 ○ － － －

S-2・S-6

上載地層法 No.2トレンチ MⅠ段丘堆積物 ○
後期更新世以降の

活動は認められない
鉱物脈法

F-8.5’孔 イライト／スメクタイト混合層 有 － ○ － ○（薄片①，範囲A）

K-6.2-2孔 イライト／スメクタイト混合層 有 － ○ － －

S-4

上載地層法 35m盤トレンチ HⅠa段丘堆積物 ○
後期更新世以降の

活動は認められない
鉱物脈法

E-8.60孔 イライト／スメクタイト混合層 有 － ○ － ○（薄片①，範囲A）

E-8.50’’’孔 イライト／スメクタイト混合層 有 － ○ － －

S-5 鉱物脈法 R-8.1-1-2孔 イライト／スメクタイト混合層 有 － ○ － ○（薄片①，範囲A）
後期更新世以降の

活動は認められない

S-7 鉱物脈法
H-5.7’孔 イライト／スメクタイト混合層 有 － ○ － ○（薄片①，範囲A） 後期更新世以降の

活動は認められない
H-5.4-1E孔 イライト／スメクタイト混合層 有 － ○ － －

S-8 鉱物脈法 F-6.75孔 イライト／スメクタイト混合層 有 － ○ － ○（薄片①，範囲A）
後期更新世以降の

活動は認められない

K-2 鉱物脈法
G-1.5-80孔 イライト／スメクタイト混合層 有 － ○ － ○（薄片③，範囲A） 後期更新世以降の

活動は認められない
H-1.1-87孔 イライト／スメクタイト混合層 有 － ○ － －

K-3 鉱物脈法 M-2.2孔 イライト／スメクタイト混合層 無 － － ○ ○（薄片①ほか，

破砕部全体）

後期更新世以降の
活動は認められない

K-14 鉱物脈法 H- -0.3-80孔 イライト／スメクタイト混合層 有 － ○ － ○（薄片①，範囲A）
後期更新世以降の

活動は認められない

K-18 鉱物脈法 H-0.2-75孔 イライト／スメクタイト混合層 有 － ○ － ○（薄片②，範囲A）
後期更新世以降の

活動は認められない
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